
学科名： 機械・システム工学科 機械工学コース

C-1
安全で安心な社会

を考える能力

C-2
多様な分野の幅広

い知見の獲得

D-1
自主的、継続的な

学習力

D-2
計画性を持った問

題解決能力

D-3
協働作業のための
プレゼンテーション
能力とコミュニケー

ション能力

E-1
国際的な視点の醸

成

E-2
倫理や社会的責

任の理解

開講時期

1 大学教育入門セミナー ◎ １年前期

2 (第1)外国語科目（英語） ◎
3 保健体育科目 ◎
4 情報処理基礎科目 ◎

5 ものづくり・産業振興・技術経営分野
（地域コア科目群）

◎

6 持続可能な社会・環境づくり分野
（地域コア科目群）

◎

7 持続可能な社会・環境づくり分野
（地域コア科目群）　科学技術と倫理

〇 ◎

8 原子力・エネルギー分野
（地域コア科目群）

◎

9 人間理解・言語コミュニケーション分野
（教養教育科目群）

◎

10 歴史・文化理解分野
（教養教育科目群）

◎

11 社会経済・科学技術分野
（教養教育科目群）

◎

1 線形代数 Ⅰ ◎ １年前期
2 微分積分 Ⅰ ◎ １年前期
3 物理学A（力学） ◎ ○ １年前期
4 機械・システム工学科概論Ⅰ ◎ ○ １年前期
5 物理化学 ◎ ○ １年前期
6 機械・システム材料基礎 ◎ １年前期
7 情報処理演習 ◎ １年前期
8 人とロボット ◎ １年前期
9 エネルギー環境概論 ◎ １年前期
10 線形代数 Ⅱ ◎ 1年後期
11 微分積分 Ⅱ ◎ 1年後期
12 コンピュータ入門 ◎ 1年後期
13 機械・システム工学科概論Ⅱ ◎ ○ 1年後期
14 解析力学 ◎ 1年後期
15 電気工学概論 ○ ◎ 1年後期
16 機械工作実習 ◎ ○ 1年後期
17 機械材料 ◎ 1年後期
18 製図基礎 ◎ 1年後期
19 物理学実験 ◎ ○ 1年後期
20 ものづくり基礎工学 ◎ ○ ○ 1年後期
21 先端材料入門 ◎ 1年後期
22 生物システム入門 ◎ 1年後期
23 計算機システム ○ ◎ 1年後期
24 計測工学基礎 ◎ 1年後期
25 機構学 ◎ 1年後期
26 応用数学A（微分方程式） ◎ ２年前期
27 応用数学B（フーリエ解析） ◎ ２年前期
28 物理学B（電磁気学） ◎ ○ ２年前期
29 製図・CAD基礎 ○ ◎ ２年前期
30 材料力学Ⅰ ○ ◎ ２年前期
31 熱力学Ⅰ ○ ◎ ２年前期
32 流れ学Ⅰ ○ ◎ ２年前期
33 加工学Ⅰ ◎ ○ ２年前期
34 応用数学C（ベクトル解析） ◎ ２年前期
35 物理学D（熱・波・光） ◎ ○ ２年前期
36 コンピュータ演習 ◎ ２年前期
37 学際実験・実習Ⅰ ◎ ○ ２年前期
38 ロボットと医療・福祉 ○ ◎ ２年前期
39 機械推論基礎 ○ ◎ ２年前期
40 応用数学E（確率・統計） ◎ ２年後期
41 機械要素設計 Ⅰ ○ ◎ ２年後期
42 材料力学Ⅱ ○ ◎ ２年後期
43 熱力学Ⅱ ○ ◎ ２年後期
44 流れ学Ⅱ ○ ◎ ２年後期
45 機械力学Ⅰ ○ ◎ ２年後期
46 制御工学Ⅰ ○ ◎ ２年後期
47 加工学Ⅱ ◎ ○ ２年後期
48 応用数学D（複素関数論） ◎ ２年後期
49 応用電磁気学 ○ ◎ ２年後期
50 放射線安全工学 ◎ ○ ２年後期
51 量子力学 ○ ◎ ２年後期
52 メカトロニクス ○ ◎ ○ ２年後期
53 創造演習Ⅰ ○ ○ ◎ ３年前期
54 機械工学実験 ○ ◎ ３年前期
55 学際実験・実習Ⅱ ◎ ○ ３年前期
56 インターンシップ ◎ ○ ３年前期
57 制御工学Ⅱ ○ ◎ ３年前期
58 数値解析入門 ◎ ３年前期
59 材料力学Ⅲ ○ ◎ ３年前期
60 流体力学 ○ ◎ ３年前期
61 伝熱工学 ○ ◎ ３年前期
62 機械力学Ⅱ ○ ◎ ３年前期
63 ロボットメカニズム ◎ ３年前期
64 ロボット材料学 ◎ ３年前期

65 機械要素設計 Ⅱ ◎ ○ ３年前期

66 創造演習Ⅱ ○ ◎ ○ ３年後期
67 知的財産権の基礎知識 ◎ ３年後期
68 フロントランナー ◎ ○ ３年後期
69 材料強度学 ◎ ○ ３年後期
70 ロボット制御論 ○ ◎ ３年後期
71 ロボットと非線形動力学 ○ ◎ ３年後期
72 トライボロジー ◎ ○ ３年後期
73 エネルギ-変換 ◎ ○ ３年後期
74 生産システム工学 ◎ ○ ３年後期

75 流体機械 ◎ ○ ３年後期

76 科学技術英語 ◎ ４年前期
77 ベンチャービジネス概論 ○ ◎ ４年前期

78 卒業研究 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ４年

79 留学基礎英語 ◎ １－４年前期

80 海外短期インターンシップ ◎ １－４年前期

専
門
教
育
科
目

D
創造力、自己学習力、計画性を持った問題解決能力、およ
び協働作業のためのコミュニケーション能力を併せた総合

力を身に付ける。

学部の教育目的 学科の教育目的

工学部では，グローバルな視点で夢を描き，
それを形にできる技術者を「グローバルイマジ
ニア」と呼び，人材育成の基本コンセプトとし
つつ，安全で安心な社会の創造のための基
礎的な知識・教養，幅広い専門知識に裏打ち
された高度な専門能力に加えて，歴史や文
化，習慣の違いを超えて世界の人々と協働
し，倫理観を持ち主体的に行動できる総合的
な能力を持つ技術者・研究者を養成する。ま
た，工学部では，安全で安心な社会の創造に
寄与することを目的に，広く工学全般にわ
たって教育研究を行い，その成果を社会に還
元する。

多種多様な革新的機械・システム技術の創造に貢献し，ものづくりを通して，安全で安心な社会の構築と持続に貢献できる人材を養成する。

学科・コースのDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝DP/CP達成のために望ましい事項）

E
国際的な視点から、高度専門技術者と
して守るべき倫理や負うべき社会的責

任を理解する。

共
通
教
育
科
目

１．機械工学に関する基礎知識、専門
知識、技術を有している。

３．高い倫理観と責任感を持って、国
際社会において先導的立場で活躍す
ることができる。

２．専門にとらわれない幅広い知識・教養と異分野コミュニケーション能力を有し、広い視野で協力
して未知の問題に取り組むことができる。

DP

授業科目名

A
機械工学の基礎と
なる数学や物理、
その他自然科学に
関わる知識を身に

付ける。

B
機械工学における
専門的知識・能力
を身に付ける。

C
安全で安心な社会の創造や革新的な
ものづくりに関わる多様な分野の幅広

い知見を獲得する。



学科名：機械・システム工学科　ロボティクスコース

機械工学、ロボティクス、および原子
力安全工学に関する専門知識と技術
を有している。

専門にとらわれない幅広い知識・教養
と異分野コミュニケーション能力を有
し、広い視野で協力して未知の問題に
取り組むことができる。

高い倫理観と責任感を持って、国際社
会において先導的立場で活躍するこ
とができる。

開講時期

1 大学教育入門セミナー ◎ １年前期

2 (第1)外国語科目（英語） ◎ 1年通期，2年前期

3 保健体育科目 ◎ １年前期

4 情報処理基礎科目 ◎ １年前期

5 地域コア科目履修 ◎ △
6 教養教育科目履修 ◎

7 自由選択履修 ◎

1 微分積分Ⅰ ◎ 1年前期
2 線形代数Ⅰ ◎ 1年前期
3 物理学A（力学） ◎ 1年前期
4 微分積分Ⅱ ◎ 1年後期
5 線形代数Ⅱ ◎ 1年後期
6 コンピュータ入門 ◎ 1年後期
7 コンピュータ演習 △ 2年前期
8 物理学実験 △ 1年後期
9 応用数学A(微分方程式） ◎ 2年前期
10 応用数学B（フーリエ解析） ◎ 2年前期
11 応用数学C（ベクトル解析） △ 2年前期
12 物理学B（電磁気学） ◎ 2年前期
13 物理学D（熱・波・光） △ 2年前期
14 応用数学D（複素関数論） △ 2年後期
15 応用数学E（確率・統計） ◎ 2年後期
16 応用電磁気学 ◎ 2年後期
17 工業日本語Ⅰ △ 1年前期
18 工業日本語Ⅱ △ 1年後期
19 工業日本語Ⅲ △ 2年前期
20 工業日本語Ⅳ △ 2年後期
21 留学基礎英語 △ 本人申請
22 学際実験・実習Ⅰ △ 2年前期
23 学際実験・実習Ⅱ △ 3年前期
24 放射線安全工学 △ 2年後期
25 知的財産権の基礎知識 △ △ 3年後期
26 ベンチャービジネス概論 △ 4年前期
27 フロントランナー △ 3年後期
28 ものづくり基礎工学 △ 1年後期
29 インターンシップ △ △ 3年前期
30 海外短期インターンシップⅠ △
31 海外短期インターンシップⅡ △
32 機械・システム工学科概論Ⅰ ◎ 1年前期
33 物理化学 ◎ 1年前期
34 機械・システム材料基礎 △ 1年前期
35 情報処理演習 △ 1年前期
36 人とロボット △ 1年前期
37 エネルギー環境概論 △ 1年前期
38 解析力学 ◎ 1年後期
39 電気工学概論 △ 1年後期
40 先端材料入門 △ 1年後期
41 生物システム入門 △ 1年後期
42 機械・システム工学科概論Ⅱ ◎ 1年後期
43 計算機システム △ 1年後期
44 計測工学基礎 ◎ 1年後期
45 製図・CAD基礎 △ 2年前期
46 ロボットと医療・福祉 △ △ 2年前期
47 量子力学 △ 2年後期
48 制御工学Ⅰ ○ 2年後期
49 創造演習Ⅰ ◎ ○ 3年前期
50 制御工学Ⅱ △ 3年前期
51 数値解析入門 △ △ 3年前期
52 創造演習Ⅱ ◎ ○ 3年後期
53 科学技術英語 ◎ 4年前期
54 機構学 ○ 1年後期
55 機械推論基礎 ○ 2年前期
56 メカトロニクス ○ 2年後期
57 ロボットメカニズム ○ 3年前期
58 ロボット材料学 ○ 3年前期
59 ロボット制御論 ○ 3年後期
60 ロボットと非線形動力学 ○ 3年後期
61 ロボット工学基礎実験Ⅰ ◎ 2年前期
62 応用電気電子回路 ○ 2年前期
63 ディジタル回路 ○ 2年前期
64 ロボットプログラムⅠ ○ 2年前期
65 生物とロボット ○ ○ 2年前期
66 ロボット工学基礎実験Ⅱ ◎ 2年後期
67 ロボットプログラムⅡ ○ 2年後期
68 グラフィクスと認知 ○ 2年後期
69 人工知能論 ○ 2年後期
70 ものづくりを支える科学 ○ ○ 2年後期
71 信号処理 ○ 3年前期
72 ロボットビジョン ○ 3年前期
73 インテリジェントシステム処理論 ○ 3年前期
74 自律システム ○ 3年後期
75 生物ロボットの認知・情報処理 ○ ○ 3年後期
76 人とヒューマノイド ○ ○ 3年後期
77 人間情報システム ○ 3年後期
78 ブレインマシンインターフェース ○ 3年後期

79 卒業研究 ◎ 4年通期

授業科目名

共
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

学部の教育目的 学科の教育目的

工学部では，グローバルな視点で夢を描き，
それを形にできる技術者を「グローバルイマジ
ニア」と呼び，人材育成の基本コンセプトとし
つつ，安全で安心な社会の創造のための基
礎的な知識・教養，幅広い専門知識に裏打ち
された高度な専門能力に加えて，歴史や文
化，習慣の違いを超えて世界の人々と協働
し，倫理観を持ち主体的に行動できる総合的
な能力を持つ技術者・研究者を養成する。ま
た，工学部では，安全で安心な社会の創造に
寄与することを目的に，広く工学全般にわたっ
て教育研究を行い，その成果を社会に還元す
る。

多種多様な革新的機械・システム技術の創造に貢献し，ものづくりを通して，安全で安心な社会の構築と持続に貢献
できる人材を養成する。

学科・コースのDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝
DP/CP達成のために望ましい事項）

DP



学科名：機械・システム工学科　原子力安全工学コース

機械工学、ロボティクス、および原子
力安全工学に関する専門知識と技術
を有している。

専門にとらわれない幅広い知識・教養
と異分野コミュニケーション能力を有
し、広い視野で協力して未知の問題
に取り組むことができる。

高い倫理観と責任感を持って、国際
社会において先導的立場で活躍する
ことができる。

開講時期

1 大学教育入門セミナー ◎ 〇 1年前期

2 (第1)外国語科目（英語） 〇 ◎ 1年通期，2年前期

3 保健体育科目 〇 1年前期

4 情報処理基礎科目 ◎ 〇 1年前期

5 地域コア科目履修 ◎ 〇

6 教養教育科目履修 ◎

7 自由選択履修 〇
1 微分積分Ⅰ ◎ 〇 1年前期
2 線形代数Ⅰ ◎ 〇 1年前期
3 物理学A（力学） ◎ 〇 1年前期
4 微分積分Ⅱ ◎ 〇 1年後期
5 線形代数Ⅱ ◎ 〇 1年後期
6 コンピュータ入門 ◎ 〇 1年後期
7 コンピュータ演習 〇 〇 2年前期
8 物理学実験 〇 〇 1年後期
9 応用数学A(微分方程式） ◎ 〇 2年前期
10 応用数学B（フーリエ解析） ◎ 〇 2年前期
11 応用数学C（ベクトル解析） 〇 〇 2年前期
12 物理学B（電磁気学） ◎ 〇 2年前期
13 物理学D（熱・波・光） 〇 〇 2年前期
14 応用数学D（複素関数論） 〇 〇 2年後期
15 応用数学E（確率・統計） 〇 〇 2年後期
16 応用電磁気学 〇 〇 2年後期
17 工業日本語Ⅰ △ 〇 1年前期
18 工業日本語Ⅱ △ 〇 1年後期
19 工業日本語Ⅲ △ 〇 2年前期
20 工業日本語Ⅳ △ 〇 2年後期
21 留学基礎英語 〇 〇 本人申請
22 学際実験・実習Ⅰ △ △ 2年前期
23 学際実験・実習Ⅱ △ △ 3年前期
24 放射線安全工学 〇 〇 2年後期
25 知的財産権の基礎知識 △ 3年後期
26 ベンチャービジネス概論 △ 4年前期
27 フロントランナー △ 3年後期
28 ものづくり基礎工学 △ 1年後期
29 インターンシップ △ 3年前期
30 海外短期インターンシップⅠ △ 〇
31 海外短期インターンシップⅡ △ 〇
32 機械・システム工学科概論Ⅰ ◎ 〇 1年前期
33 物理化学 ◎ 〇 1年前期
34 機械・システム材料基礎 〇 〇 1年前期
35 情報処理演習 〇 〇 1年前期
36 人とロボット △ 1年前期
37 エネルギー環境概論 〇 〇 1年前期
38 解析力学 ◎ 〇 1年後期
39 電気工学概論 〇 〇 1年後期
40 先端材料入門 △ 1年後期
41 生物システム入門 △ 1年後期
42 機械・システム工学科概論Ⅱ ◎ 〇 1年後期
43 計算機システム △ 1年後期
44 計測工学基礎 〇 1年後期
45 製図・CAD基礎 〇 2年前期
46 ロボットと医療・福祉 △ 2年前期
47 量子力学 〇 〇 2年後期
48 制御工学Ⅰ 〇 〇 2年後期
49 創造演習Ⅰ ◎ ○ △ 3年前期
50 制御工学Ⅱ 〇 3年前期
51 数値解析入門 〇 〇 3年前期
52 創造演習Ⅱ ◎ ○ △ 3年後期
53 科学技術英語 ○ ◎ 4年前期
54 製図基礎 〇 〇 1年後期
55 材料力学Ⅰ ◎ ○ 2年前期
56 機械工作実習 〇 〇 1年後期
57 材料力学Ⅱ 〇 〇 2年後期
58 機械材料 〇 〇 1年後期
59 熱力学Ⅰ ◎ ○ 2年前期
60 流れ学Ⅰ ◎ ○ 2年前期
61 熱力学Ⅱ 〇 〇 2年後期
62 流れ学Ⅱ 〇 〇 2年後期
63 機械力学Ⅰ ◎ ○ 2年後期
64 材料力学Ⅲ 〇 〇 3年前期
65 流体力学 〇 〇 3年前期
66 伝熱工学 〇 〇 3年前期
67 機械力学Ⅱ 〇 〇 3年前期

68 材料強度学 〇 〇 3年後期

69 放射化学 〇 〇 2年前期
70 原子炉物理学序論 ◎ 2年前期
71 核燃料サイクル工学入門 ◎ 2年前期
72 原子力プラント工学 ◎ 2年後期
73 放射線の医療応用 〇 〇 2年後期
74 放射線化学・生物学 〇 〇 2年後期
75 原子炉工学 ◎ 3年前期
76 原子力安全工学実験Ⅰ ◎ 3年前期
77 原子力材料学 〇 3年前期
78 核燃料工学 〇 3年前期
79 リスク評価概論 〇 〇 3年前期
80 原子力安全工学実験Ⅱ ◎ 3年後期
81 原子力・耐震耐津波工学 〇 〇 3年後期
82 原子炉制御工学 〇 3年後期
83 廃止措置工学 〇 3年後期
84 放射線防護工学 〇 3年後期

85 原子力防災論 〇 〇 3年後期

86 卒業研究 ◎ 〇 4年

授業科目名

共
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

学部の教育目的 学科の教育目的

工学部では，グローバルな視点で夢を描き，
それを形にできる技術者を「グローバルイマ
ジニア」と呼び，人材育成の基本コンセプトと
しつつ，安全で安心な社会の創造のための
基礎的な知識・教養，幅広い専門知識に裏打
ちされた高度な専門能力に加えて，歴史や文
化，習慣の違いを超えて世界の人々と協働
し，倫理観を持ち主体的に行動できる総合的
な能力を持つ技術者・研究者を養成する。ま
た，工学部では，安全で安心な社会の創造に
寄与することを目的に，広く工学全般にわ
たって教育研究を行い，その成果を社会に還
元する。

多種多様な革新的機械・システム技術の創造に貢献し，ものづくりを通して，安全で安心な社会の構築と持続に貢献
できる人材を養成する。

学科・コースのDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝
DP/CP達成のために望ましい事項）

DP



学科名：電気電子情報工学科　　電子物性工学コース・電気通信システム工学コース

CP-B
数学、物理学に関する基礎
知識を有し、それらを電気電
子情報工学に関する専門技
術分野に応用できる能力

CP-C
電気電子情報工学の主要分
野（物性・デバイス工学、エ
ネルギー工学、システム工
学、通信工学、情報工学）に
関する専門知識を有し、それ
らを諸問題の解決に応用で
きる能力

CP-D
電気系技術者としてコン
ピュータやネットワークの実
践的な取り扱いや基礎的な
プログラミングができる能
力、あるいは、情報系技術
者としてハードウェアおよび
ソフトウェアの両面から情報
システムを設計する能力

CP-A
技術を社会及び自然との関
わりなど、地球的視点で捉え
ることができる能力

CP-F
社会の要求に対して、問題
を整理・分析し、専門知識と
技能を用いて解決するため
の能力

CP-E
自主的かつ継続的な学習
力、自己表現力、および相
互理解力など技術者として
必要な資質

CP-H
与えられた制約の下で計画
的に仕事を進め、まとめる能
力

CP-G
技術者として社会・組織に対
する倫理と責任を自覚し研
鑽できる能力

CP-I
チームで仕事をするための
能力

大学教育入門セミナー △ ◎

（第１）外国語科目（英語） ◎ △

保健体育科目 △ ◎

情報処理基礎科目 △ ◎ ○ △

地域コア科目履修 △ △ △ △

教養教育科目履修 △ △ △ △

自由選択履修 △ △ △ △

微分積分Ⅰ ◎ △

線形代数Ⅰ ◎ △

応用数学E（確率・統計） ◎ △

物理学A（力学） ◎ △

微分積分Ⅱ ◎ △

線形代数Ⅱ ◎ △

数学演習 ◎ △ ○

離散数学Ⅰ △ ◎

電気数学 ◎ △ △

フーリエ解析 ◎ △

ベクトル解析 ◎ △

電磁気学基礎 ◎ 〇

物理学D（熱・波・光） ◎ △

工業日本語Ⅰ ◎ △

工業日本語Ⅱ ◎ △

工業日本語Ⅲ ◎ △

工業日本語Ⅳ ◎ △

留学基礎英語 ◎ △

学際実験・実習Ⅰ △ △ △ △

学際実験・実習Ⅱ △ △ △ △

放射線安全工学 〇 △ △

知的財産権の基礎知識 △ △ △ △

ベンチャービジネス概論 △ △ △ △

フロントランナー △ △ △ △

ものづくり基礎工学 △ △ △ △

インターンシップ △ △ △ △

海外短期インターンシップⅠ △ △ △ △

海外短期インターンシップⅡ △ △ △ △

電気電子情報工学概論 △ △ △ △

プログラミング基礎 △ ◎

電気回路Ⅰ △ ◎

電磁気学Ⅰ △ ◎

論理回路 ◎ △

データ構造とアルゴリズム ◎ △

技術英語 ◎ △

電気電子情報工学実験Ⅰ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

電気電子情報工学実験Ⅱ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

電気電子情報工学実験Ⅲ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

電気回路Ⅱ △ ◎

電気回路演習 △ ◎

電磁気学Ⅱ △ ◎

電磁気学演習 △ ◎

電子回路 △ ◎

離散数学Ⅱ ◎ △

プログラミングⅠ △ ◎

プログラミングⅡ △ ◎

計測工学 △ 〇 △

形式言語とオートマトン △ ◎

情報理論 ◎ △

コンピュータアーキテクチャ △ ◎

パワーエレクトロニクス △ ◎

応用電気数学 △ 〇 △

エネルギー変換工学 △ ◎

電磁波工学 △ ◎

制御理論基礎 △ 〇 △

信号処理 ◎ △

コンピュータネットワーク ◎ △

オペレーティングシステム △ ◎

制御理論 △ 〇 △

電気機器学 △ ◎

数値解析 ◎ △

情報伝送システム ◎ △

情報セキュリティ ◎ △ 〇

量子力学 △ ◎

エネルギー工学 △ ◎

固体電子論 △ ◎

半導体工学 △ ◎

量子エレクトロニクス △ ◎

プラズマ工学 △ ◎

電子デバイス △ ◎

電気エネルギー発生 △ ◎

情報通信工学 ◎ △

システム工学 ◎ △

電気エネルギー伝送 △ ◎

電気機器設計 △ ◎

電波・電気通信法規 △ ◎

電気法規及び施設管理 △ ◎

論理回路演習 △ ◎

データ構造とアルゴリズム演習 △ ◎

プログラミングⅢ △ ◎

プログラミングⅣ △ ◎

計算論とアルゴリズム設計 △ ◎

多変量解析 △ ◎

データベース △ ◎

言語処理 △ ◎

ソフトウェア工学 △ ◎

コンピュータグラフィックス △ ◎

符号・暗号 △ ◎

データサイエンス △ ◎

卒業研究 △ △ △ △

DP-２
実世界の問題について理解し、科学技術の発展と変遷に
対応した新しい技術を開発する意欲を有する。

専
門
科
目

DP-４
高度専門技術者としての社会・組織に対する倫理観およ
び責任感を有する。

コ
ー

ス
共
通
科
目

電
子
物
性
工
学

コ
ー

ス
科
目

電
気
通
信
シ
ス
テ
ム

工
学
コ
ー

ス
科
目

工学部では，グローバルな視点で夢を描き，それを
形にできる技術者を「グローバルイマジニア」と呼
び，人材育成の基本コンセプトとしつつ，安全で安心
な社会の創造のための基礎的な知識・教養，幅広い
専門知識に裏打ちされた高度な専門能力に加えて，
歴史や文化，習慣の違いを超えて世界の人々と協
働し，倫理観を持ち主体的に行動できる総合的な能
力を持つ技術者・研究者を養成する。また，工学部
では，安全で安心な社会の創造に寄与することを目
的に，広く工学全般にわたって教育研究を行い，そ
の成果を社会に還元する。

電気工学から発し，歴史とともに拡大・細分化してきた通信工学，半導体工学，計算機工学，情報工学の学問分野を電気系（連続系）と情報系（離散系）で分割した従来の2学科体制を改めて一学科に統合することで，電気系，情報系の学問基礎の体系的な習得と両分
野に跨る分野横断的な応用力と実践力を有する人材を養成する。

学科・コースのDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝DP/CP達成のために望ましい事項）

DP

DP-１
電気、電子、情報、通信工学に関する体系的な専門知識とその高度な応用力を有する。

学
科
共
通
科
目

DP-３
自律的学習力、自己表現力、相互理解力を有する。

情
報
工
学
コ
ー

ス
科
目

基

礎

教

育

科

目

共

通

教

養

科

目

授業科目名

共
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目



学科名：電気電子情報工学科　　情報工学コース

CP-B
数学、物理学に関する基礎
知識を有し、それらを電気電
子情報工学に関する専門技
術分野に応用できる能力

CP-C
電気電子情報工学の主要分
野（物性・デバイス工学、エ
ネルギー工学、システム工
学、通信工学、情報工学）に
関する専門知識を有し、それ
らを諸問題の解決に応用で
きる能力

CP-D
電気系技術者としてコン
ピュータやネットワークの実
践的な取り扱いや基礎的な
プログラミングができる能
力、あるいは、情報系技術
者としてハードウェアおよび
ソフトウェアの両面から情報
システムを設計する能力

CP-A
技術を社会及び自然との関
わりなど、地球的視点で捉え
ることができる能力

CP-F
社会の要求に対して、問題
を整理・分析し、専門知識と
技能を用いて解決するため
の能力

CP-E
自主的かつ継続的な学習
力、自己表現力、および相
互理解力など技術者として
必要な資質

CP-H
与えられた制約の下で計画
的に仕事を進め、まとめる能
力

CP-G
技術者として社会・組織に対
する倫理と責任を自覚し研
鑽できる能力

CP-I
チームで仕事をするための
能力

大学教育入門セミナー △ ◎

（第１）外国語科目（英語） ◎ △

保健体育科目 △ ◎

情報処理基礎科目 △ ◎ ○ △

地域コア科目履修 △ △ △ △

教養教育科目履修 △ △ △ △

自由選択履修 △ △ △ △

微分積分Ⅰ ◎ △

線形代数Ⅰ ◎ △

応用数学E（確率・統計） ◎ △

物理学A（力学） ◎ △

微分積分Ⅱ ◎ △

線形代数Ⅱ ◎ △

数学演習 ◎ △ ○

離散数学Ⅰ △ ◎

電気数学 ◎ △ △

フーリエ解析 ◎ △

ベクトル解析 ◎ △

電磁気学基礎 ◎ 〇

物理学D（熱・波・光） ◎ △

工業日本語Ⅰ ◎ △

工業日本語Ⅱ ◎ △

工業日本語Ⅲ ◎ △

工業日本語Ⅳ ◎ △

留学基礎英語 ◎ △

学際実験・実習Ⅰ △ △ △ △

学際実験・実習Ⅱ △ △ △ △

放射線安全工学 〇 △ △

知的財産権の基礎知識 △ △ △ △

ベンチャービジネス概論 △ △ △ △

フロントランナー △ △ △ △

ものづくり基礎工学 △ △ △ △

インターンシップ △ △ △ △

海外短期インターンシップⅠ △ △ △ △

海外短期インターンシップⅡ △ △ △ △

電気電子情報工学概論 △ △ △ △

プログラミング基礎 △ ◎

電気回路Ⅰ △ ◎

電磁気学Ⅰ △ ◎

論理回路 ◎ △

データ構造とアルゴリズム ◎ △

技術英語 ◎ △

電気電子情報工学実験Ⅰ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

電気電子情報工学実験Ⅱ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

電気電子情報工学実験Ⅲ ◎ ◎ ◎ △ △ 〇

電気回路Ⅱ △ ◎

電気回路演習 △ ◎

電磁気学Ⅱ △ ◎

電磁気学演習 △ ◎

電子回路 △ ◎

離散数学Ⅱ ◎ △

プログラミングⅠ △ ◎

プログラミングⅡ △ ◎ △

計測工学 △ 〇 △

形式言語とオートマトン △ ◎

情報理論 ◎ △

コンピュータアーキテクチャ △ ◎

パワーエレクトロニクス △ ◎

応用電気数学 △ 〇 △

エネルギー変換工学 △ ◎

電磁波工学 △ ◎

制御理論基礎 △ 〇 △

信号処理 ◎ △

コンピュータネットワーク ◎ △

オペレーティングシステム △ ◎

制御理論 △ 〇 △

電気機器学 △ ◎

数値解析 ◎ △

情報伝送システム ◎ △

情報セキュリティ ◎ △ 〇

量子力学 △ ◎

エネルギー工学 △ ◎

固体電子論 △ ◎

半導体工学 △ ◎

量子エレクトロニクス △ ◎

プラズマ工学 △ ◎

電子デバイス △ ◎

電気エネルギー発生 △ ◎

情報通信工学 ◎ △

システム工学 ◎ △

電気エネルギー伝送 △ ◎

電気機器設計 △ ◎

電波・電気通信法規 △ ◎

電気法規及び施設管理 △ ◎

論理回路演習 △ ◎

データ構造とアルゴリズム演習 △ ◎

プログラミングⅢ △ ◎

プログラミングⅣ △ ◎ △ △ 〇

計算論とアルゴリズム設計 △ ◎

多変量解析 △ ◎

データベース △ ◎

言語処理 △ ◎

ソフトウェア工学 △ ◎

コンピュータグラフィックス △ ◎

符号・暗号 △ ◎

データサイエンス △ ◎

卒業研究 〇 〇 〇 ◎ ◎ ◎ 〇 △

情
報
工
学
コ
ー

ス
科
目

基

礎

教

育

科

目

共

通

教

養

科

目

専
門
教
育
科
目

専
門
基
礎
科
目

専
門
科
目

学
科
共
通
科
目

コ
ー

ス
共
通
科
目

工学部では，グローバルな視点で夢を描き，それを
形にできる技術者を「グローバルイマジニア」と呼
び，人材育成の基本コンセプトとしつつ，安全で安心
な社会の創造のための基礎的な知識・教養，幅広い
専門知識に裏打ちされた高度な専門能力に加えて，
歴史や文化，習慣の違いを超えて世界の人々と協
働し，倫理観を持ち主体的に行動できる総合的な能
力を持つ技術者・研究者を養成する。また，工学部
では，安全で安心な社会の創造に寄与することを目
的に，広く工学全般にわたって教育研究を行い，そ
の成果を社会に還元する。

電気工学から発し，歴史とともに拡大・細分化してきた通信工学，半導体工学，計算機工学，情報工学の学問分野を電気系（連続系）と情報系（離散系）で分割した従来の2学科体制を改めて一学科に統合することで，電気系，情報系の学問基礎の体系的な習得と両分
野に跨る分野横断的な応用力と実践力を有する人材を養成する。

学科・コースのDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝DP/CP達成のために望ましい事項）

DP

DP-１
電気、電子、情報、通信工学に関する体系的な専門知識とその高度な応用力を有する。

電
気
通
信
シ
ス
テ
ム

工
学
コ
ー

ス
科
目

DP-３
自律的学習力、自己表現力、相互理解力を有する。

DP-２
実世界の問題について理解し、科学技術の発展と変遷に
対応した新しい技術を開発する意欲を有する。

電
子
物
性
工
学

コ
ー

ス
科
目

DP-４
高度専門技術者としての社会・組織に対する倫理観およ
び責任感を有する。

授業科目名

共
通
教
育
科
目



学科名：建築・都市環境工学科　

1 大学教育入門セミナー 〇 〇

2 (第1)外国語科目（英語） 〇 〇

3 保健体育科目 〇

4 情報処理基礎科目 ◎ 〇

5
ものづくり・産業振興・技術経営分野
（地域コア科目群）

〇 〇

6
持続可能な社会・環境づくり分野
（地域コア科目群）

〇 〇

7
原子力・エネルギー分野
（地域コア科目群）

〇 〇

8
人間理解・言語コミュニケーション分野
（教養教育科目群）

〇 〇

9
歴史・文化理解分野
（教養教育科目群）

〇 〇

10
社会経済・科学技術分野
（教養教育科目群）

〇 〇

1 基礎線形代数 ◎

2 応用線形代数 ◎

3 微分積分Ⅰ ◎

4 微分積分Ⅱ ◎

5 物理学A（力学） ◎

6 基礎物理学実験 ◎

7 確率・統計 ◎

8 応用数学A（微分方程式） ◎

9 応用数学Ｂ（フーリエ解析） ◎

10 学際実験・実習Ⅰ ◎

11 学際実験・実習Ⅱ ◎

12 放射線安全工学 ◎

13 知的財産権の基礎知識 ◎

14 ベンチャービジネス概論 ◎

15 フロントランナー ◎

16 ものづくり基礎工学 ◎

17 インターンシップ ◎

10 建築・都市環境工学概論 ◎ 〇

11 建築構造基礎第一 ◎

12 測量学第一及び実習 〇 ◎

13 建築構造基礎第二 ◎

14 構造力学第一及び演習 ◎

15 応用地質学 ◎ 〇

16 建築計画通論 〇 〇 ◎

17 設計演習基礎第一 〇 ◎ 〇

18 地球・都市環境工学 ◎ 〇

19 建築史 ◎ 〇

20 設計演習基礎第二 ◎ 〇 〇

21 材料学 ◎ 〇

22 構造力学第二及び演習 ◎

23 都市計画 〇 ◎

24 建築環境工学第一 〇 ◎

25 国土・地域づくり論 ◎

26 鉄筋コンクリート構造 〇 〇 ◎

27 鋼構造 〇 ◎

28 都市デザイン ◎ 〇 〇

29 住環境計画論 〇 ◎

30 建築・都市環境工学PBL 〇 ◎ ◎

31 建築設備 ◎ 〇 〇

32 建築法規 〇 ◎ 〇

33 マネジメント工学 ◎ ◎ 〇

34 景観設計 〇 〇 ◎

35 建築計画各論第一 ◎ 〇 〇

36 建築設計演習第一 〇 ◎ 〇

37 建築施工 〇 ◎

38 建築骨組力学及び演習 ◎ 〇

39 建築計画各論第二 〇 ◎ 〇

40 建築設計演習第二 〇 ◎ 〇

41 建築環境工学第二 ◎ 〇 〇

42 建築耐震工学 ◎ 〇

43 建築設計演習第三 〇 ◎ 〇

44 建築構造計算演習 〇 〇 ◎

45 意匠・造形学 ◎ 〇 〇

46 建設構造工学及び演習 ◎ 〇

47 地盤工学第一 ◎ 〇

48 水理学 ◎ 〇

49 都市設計演習第一 ◎ 〇 〇

50 測量学第二及び演習 ◎ 〇

51 地盤工学第二 ◎ 〇

52 建設環境工学 ◎ 〇

53 都市設計演習第二 ◎ 〇 〇

54 建設施工法 ◎

55 数値解析演習 ◎ 〇

56 地震・防災工学 ◎ 〇 〇

57 交通計画 ◎ 〇

58 都市設計演習第三 ◎ 〇 〇

59 建設工学実験実習 ◎ 〇 〇

60 卒業研究 ◎ ◎ ◎

学部の教育目的 学科の教育目的

工学部では，グローバルな視点で夢を描き，それを形にでき
る技術者を「グローバルイマジニア」と呼び，人材育成の基
本コンセプトとしつつ，安全で安心な社会の創造のための基
礎的な知識・教養，幅広い専門知識に裏打ちされた高度な
専門能力に加えて，歴史や文化，習慣の違いを超えて世界
の人々と協働し，倫理観を持ち主体的に行動できる総合的
な能力を持つ技術者・研究者を養成する。また，工学部で
は，安全で安心な社会の創造に寄与することを目的に，広く
工学全般にわたって教育研究を行い，その成果を社会に還
元する。

これまでの建築建設工学科を継承，発展させて建築・都市環境工学科とし，長年にわたり培われてきた建築と土木の専門性に根差しつつも，新たに顕在化しつつあ
る課題すなわち社会基盤施設の維持管理や保全，国土の強靭化，少子高齢化社会への対応，環境調和型の生活空間の構築等に即した教育内容に改善し，安全
で安心な社会生活環境の実現に貢献する実践力ある人材を養成する。

学科・コースのDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝DP/CP達成のために望ましい事項）

DP
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目
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門
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育
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目

専
門
基
礎
科
目

３．生活空間の構築に関わる技術者としての専門知
識を備え、それを計画・設計・施工・維持管理などに創
造的に応用できる能力を有している。

区  分

学
科
共
通
科
目

建
築
学
コ
ー

ス
科
目

専
門
科
目

学
科
共
通
科
目

１．建築・都市環境工学に関わる包括的な専門基礎
知識と基礎能力、及び社会の要求を見極めた体系的
デザイン力や地球的視野に基づく思考力を有してい
る。

２．生活空間を構築する技術者としての倫理観、責任
感、及び論理的思考力・表現力・課題設定力・計画立
案実践力を有している。

都
市
環
境
工
学
コ
ー

ス
科
目

科     目     名



【技術者倫理】 【自主学修】 【協調性】 【多面的思考】 【計画性】 【デザイン能力】 【ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ】 【工学基礎】

化学工学基礎 専門基礎 専門

C1 共通教育：地域コア科目群 ◎ ◎
C2 教養教育科目群 ◎ ◎ ○
C3 大学教育入門セミナー ○ ○ ○ ○
C4 英語 ◎
C5 情報処理基礎 △ △ △ ○ ◎

1 微分積分Ⅰ ◎
2 線形代数Ⅰ ◎
3 微分積分Ⅱ ◎
4 線形代数Ⅱ ◎
5 コンピュータ入門 ◎
6 コンピュータ演習 ◎
7 物理学Ａ（力学） ◎ ◎
8 応用数学A(微分方程式） ◎
9 応用数学Ｅ（確率・統計） ◎
10 応用数学B（フーリエ解析） ◎
11 物理学B（電磁気学） ◎
12 応用数学Ｃ（ベクトル解析） ◎
13 物理学Ｃ（波・光） ◎
14 工業日本語Ⅰ ◎
15 工業日本語Ⅱ ◎
16 工業日本語Ⅲ ◎
17 工業日本語Ⅳ ◎
18 留学基礎英語 ◎
19 学際実験・実習Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○
20 学際実験・実習Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○
21 放射線安全工学 ◎ ◎
22 知的財産権の基礎知識 ◎ ◎ ○
23 ベンチャービジネス概論 ○ ○ ◎
24 フロントランナー ◎ ○ ◎ ○
25 ものづくり基礎工学 ◎ ◎
26 インターンシップ △ ○ ○ △ △ △ ○
27 海外短期インターンシップⅠ △ △ ○ ○ △ △ ○
28 海外短期インターンシップⅡ △ △ ○ ○ △ △ ○

29 物質・生命化学概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○
30 物理基礎 ○ △ △ △ ◎
31 化学基礎 ○ ◎ ○
32 分析化学Ⅰ △ ○ ◎ △
33 無機化学Ⅰ ○ ○ ◎ △
34 有機化学Ⅰ ◎
35 生物化学Ⅰ ○ ◎
36 物理化学Ⅰ △ ○ ◎
37 無機化学Ⅱ △ ○ ◎ ○
38 有機化学Ⅱ ◎ ○
39 化学工学基礎 ○ ◎
40 物理化学Ⅱ △ ○ △ ◎ ○
41 分析化学Ⅱ ○ ◎ ○
42 高分子化学Ⅰ ◎
43 基礎物理実験 ○ △ △ ◎
44 基礎化学実験 △ △ ○ ○ ◎
45 物質生命化学実験Ⅰ △ △ ○ ○ ◎
46 物質生命化学実験Ⅱ △ △ ○ ○ ◎
47 物質生命化学実験Ⅲ △ △ ○ ○ ○ ○
48 物質生命化学実験Ⅳ △ △ ○ ○ ◎
49 技術英語コミュニケーション ◎
50 技術英語演習 ◎
51 材料力学 △ △ △ △ ○ ◎
52 生物化学Ⅱ △ △ △ ○ ◎
53 繊維科学概論 △ ○ △ △ ◎
54 移動現象論 △ △ ○ ◎ △
55 繊維機能加工学 △ ○ ◎
56 テキスタイルサイエンス ○ ○ ◎
57 先端複合材料 △ △ ○ ◎ ◎
58 物理化学Ⅲ △ ○ ◎
59 高分子化学Ⅱ △ △ ◎ ◎
60 機能性高分子 ◎
61 バイオマテリアル概論 ◎
62 酵素工学 △ ○ ○ ○ △ △ ○ △ ○ ◎
63 生物化学Ⅲ △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ◎
64 微生物学 △ ○ ○ ○ ○ △ ○ △ △ ○ ◎
65 遺伝子工学 △ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ◎
66 細胞生物学 △ △ △ ○ ◎
67 生物化学Ⅳ △ △ △ ○ ◎
68 生物工学 △ △ △ ○ ◎ ○
69 無機材料化学 △ ○ ◎
70 機能材料プロセス工学 △ ○ ○ ◎
71 固体物理学 △ △ ○ ◎
72 レオロジー工学 ○ ○ ○ ◎
73 界面化学 △ ○ ◎
74 有機化学Ⅲ ◎ ◎
75 反応工学 △ △ △ △ ○ ◎
76 高分子合成 ◎
77 有機化学Ⅳ ◎
78 分離工学 ○ ◎
79 卒業論文 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

【専門力】
技術が社会や
環境に及ぼす
影響や効果を
説明でき、持続
可能な社会の
実現を目指す
意欲を有してい
る。

自主的・継続的
に学習すること
ができる。

他者と協力して
問題解決に取り
組むことができ
る。

学科名：物質・生命化学科　
学部の教育目的 学科の教育目的

工学部では、グローバルな視点で夢を描き、
それを形にできる技術者を「グローバルイマジ
ニア」と呼び、人材育成の基本コンセプトとしつ
つ、安全で安心な社会の創造のための基礎的
な知識・教養、幅広い専門知識に裏打ちされ
た高度な専門能力に加えて、歴史や文化、習
慣の違いを超えて世界の人々と協働し、倫理
観を持ち主体的に行動できる総合的な能力を
持つ技術者・研究者を養成する。また、工学部
では、安全で安心な社会の創造に寄与するこ
とを目的に、広く工学全般にわたって教育研究
を行い、その成果を社会に還元する。

物質の構造や性質、その反応に関わる法則などを探求する「物質化学」、生命現象を化学の視点から解明する「生物化学」、物理法則を基礎として材料を取り扱う
「材料工学」に関する専門知識を教育する。さらに、繊維をはじめとする高性能・高機能材料の創製や関連科学技術の開拓、医学・工学の融合分野へのバイオテ
クノロジーの展開などを通じて身につけたスキルや知恵、高い倫理観を駆使し、人類の健やかな生活と持続可能で豊かな社会の実現に向けて、地域社会から国
際社会の様々な分野において活躍できる人材を養成する。

学科・コースのDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝DP/CP達成のために望ましい事項）

科学と技術を活
用して社会の要
求を解決するた
めの工学的デ
ザインを提案で
きる。

日本語で論理
的に記述し、的
確に発表し、討
議を行うことが
できる。また、英
語で基礎的なコ
ミュニケーション
を行うことがで
きる。

数学、自然科学
に関する知識を
持ち、応用する
ことができる。

物質・生命化学に関する知識を持ち、問
題解決に応用することができる。

観点 Ａ．関心・意欲・態度 Ｂ．思考・判断 Ｃ．技能・表現 Ｄ．知識・理解

ディプロマ・ポリシー(DP)

授業科目名
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通
教
育
科
目
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目

グローバルな視
点から多面的に
物事を考えるこ
とができる。

計画的に仕事を
進め、まとめる
ことができる。



1.物理学を中心とした理
工学の確固たる基礎知
識と、 その応用力を身に
つけている。

2.基礎知識に基づいても
のごとの本質を捉えた上
でその知見から総合的
に発想し、 未知の技術
革新に対応することがで
きる。

3. 新しい知識・技術を自
ら学ぶことや、 計画的に
課題の解決に取り組むこ
とができる。

4. 技術者としての倫理観
を持ち、 グローバルな視
点に立って問題を多角的
に把握することができ
る。

5.他者とコミュニケーショ
ンをとることや、 協力して
プロジェクトを進めること
ができる。

　 　 　 　 　 開講時期

1 大学教育入門セミナー 　 　 ○ ◎ ○ １年前期

2 (第1)外国語科目（英語） 　 ◎ 1年,2年前期

3 保健体育科目 １年前期

4 情報処理基礎科目 ◎ １年前期

5
持続可能な社会・環境づくり分野
（地域コア科目群）
科学技術と倫理

◎ ○ 1年後期

6
ものづくり・産業振興・技術経営分野
（地域コア科目群）
科学技術と社会

○ ○ ○ 2年前期

7 ものづくり・産業振興・技術経営分野
（地域コア科目群）

○ 1～3年

8 持続可能な社会・環境づくり分野
（地域コア科目群）

　 ○ 1～3年

9 原子力・エネルギー分野
（地域コア科目群）

○ 1～3年

10 人間理解・言語コミュニケーション分野
（教養教育科目群）

○ 1～3年

11 歴史・文化理解分野
（教養教育科目群）

○ 1～3年

12 社会経済・科学技術分野
（教養教育科目群）

○ 　 1～3年

1 線形代数Ⅰ ◎ 　 　 １年前期

2 線形代数Ⅱ ◎ 　 　 1年後期

3 微分積分Ⅰ ◎ 　 １年前期

4 微分積分Ⅱ ◎ 　 1年後期

5 線形代数演習 ◎ 　 1年前期

6 線形代数講究 △ 　 ◎ 1年後期

7 微分積分演習 ◎ 1年前期

8 微分積分講究 △ ◎ 1年後期

9 応用数学A(微分方程式） ◎ 2年前期

10 応用数学B（フーリエ解析） ◎ 2年前期

11 応用数学Ｃ（ベクトル解析） ◎ 1年後期

12 応用数学Ｄ(複素関数論） ◎ 2年後期

13 応用数学Ｅ（確率・統計） ○ 2年前期

14 応用数学講究 △ ◎ 2年後期

15 応用物理学概論 　 　◎ 1年前期

16 物理学Ａ（力学） ◎ 　 1年前期

17 物理学B（電磁気学） ◎ 2年前期

18 物理学Ｃ（波・光） ○ 3年前期

19 力学演習 ◎ 　 1年前期

20 電磁気学演習 ◎ 2年前期

21 基礎物理実験 　 ◎ ○ 1年後期

22 化学基礎 ◎ 　 　 2年前期

23 コンピュータ入門 ◎ 　 　 2年前期

24 コンピュータ演習 ◎ 　 2年前期

25 工業日本語Ⅰ 1年前期

26 工業日本語Ⅱ 1年後期

27 工業日本語Ⅲ 2年前期

28 工業日本語Ⅳ 2年後期

29 留学基礎英語 △ 本人申請

30 ものづくり基礎工学 △ 1年後期

31 学際実験・実習Ⅰ △ △ 2年前期

32 学際実験・実習Ⅱ △ △ 3年前期

33 インターンシップ △ △ 3年前期

34 放射線安全工学 △ 3年後期

35 フロントランナー △ 3年後期

36 知的財産権の基礎知識 △ 3年後期

37 ベンチャービジネス概論 △ 4年前期

38 海外短期インターンシップⅠ  △ 1～４年

39 海外短期インターンシップⅡ  △ 1～４年

40 応用力学 ◎ 1年後期

41 応用力学講究 △ ◎ 1年後期

42 解析力学 ◎ 2年前期

43 応用電磁気学 ◎ 2年後期

44 応用電磁気学講究 △ ◎ 2年後期

45 量子力学Ⅰ ◎ 2年後期

46 量子力学Ⅱ ◎ 3年前期

47 量子力学演習 ◎ 2年後期

48 量子力学講究 △ ◎ 3年前期

49 熱力学 ◎ 2年後期

50 統計力学 ◎ 3年前期

51 統計力学講究 △ ◎ 3年前期

52 物性物理学Ⅰ ◎ 3年前期

53 物性物理学Ⅱ ○ 3年後期

54 物理化学Ⅰ ◎ 3年前期

55 物理化学Ⅱ ○ 3年後期

56 流体力学 ○ 3年後期

57 電気電子回路 ◎ 3年前期

58 原子力エネルギー・放射線工学 ○ 3年後期

59 科学技術英語 ◎ 3年後期

60 応用物理学実験Ⅰ ◎ ○ 2年後期

61 応用物理学実験Ⅱ ◎ ○ 3年前期

62 応用物理学実験Ⅲ ◎ ○ ◎ 3年後期

63 卒業研究 △ ◎ ◎ △ ◎ 4年

共
通
教
育
科
目

専
門
教
育
科
目

学科名：応用物理学科
学部の教育目的 学科の教育目的

工学部では，グローバルな視点で夢を描き，
それを形にできる技術者を「グローバルイマジ
ニア」と呼び，人材育成の基本コンセプトとしつ
つ，安全で安心な社会の創造のための基礎的
な知識・教養，幅広い専門知識に裏打ちされ
た高度な専門能力に加えて，歴史や文化，習
慣の違いを超えて世界の人々と協働し，倫理
観を持ち主体的に行動できる総合的な能力を
持つ技術者・研究者を養成する。また，工学部
では，安全で安心な社会の創造に寄与するこ
とを目的に，広く工学全般にわたって教育研究
を行い，その成果を社会に還元する。

工学の幅広い分野に対応できる確固とした理工学の知識・思考方法・応用能力を修得するとともに，総合的な実践力や産業関連
知識を自ら学び，課題解決につなげる力，グローバルな行動力，倫理観を身につけた物理を中心とした基礎科学を応用展開でき
る人材を養成する。

学科のDP, CP（◎＝DP/CP達成のために特に重要な事項、○＝DP/CP達成のために重要な事項、△＝DP/CP達成のために望
ましい事項）

DP

授業科目名


